
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（研究開発成果の活用） 
・ナノ加工、ナノ計測、評価技術の高度化 
・ナノ材料、ナノ加工・計測、評価に掛かる知識の構造化 
（政策実現のための環境整備） 
・学協会との連携の確立、研究機関の研究者とのネットワーク構築、フォーラムの開催等 
・ナノテク分野における従来の業種区分・企業の規模の壁を超えたビジネスの活性化のための調査 
・ナノテクノロジー分野に関して、大学や民間企業における、企業のイノベーション促進のためのシステム改革を

担う技術経営（ＭＯＴ）人材の育成を図る。 

 超微細な物質構造を創製するプロセス技術及び計測技術を開発するとともに、産業化に向け、得られる物質機
能を向上・維持する成形・加工技術、評価技術を開発し、超微細構造制御機能創製、加工、計測に係る基礎・基

盤的技術の構築を図りつつ、得られたデータ、知識（既存の知識を含む）について構造、機能、プロセスの視点

から体系化し、広範な分野において活用可能な知識基盤を２００７年度までに整備する。これにより、波及効果と

して、２０１０年には市場規模１９兆１０００億円、雇用規模５１．６万人の波及効果が想定される。 
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 物質をナノレベルで制御することにより、物質の機能・特性を飛躍的に向上させ、また、大幅な省エネルギー

化、大幅な環境負荷低減を実現し得るなど、広範な産業技術分野に革新的発展をもたらし得るキーテクノロジー

である「ナノテクノロジー」を確立し、得られた成果等の知識の体系化を図ることで、我が国の産業競争力の源泉

として、我が国経済の持続的発展に寄与する技術的基盤の構築を図る。 
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【主要プロジェクト】 
○ナノマテリアル・プロセス技術 （’０１～’０７年度）                 16FY：44.2 億円  15FY：47.0 億円 
  超微細構造等を制御することで発現する新機能を有するマテリアルの創製を図る。’０３年度より新たに、カー
ボンナノチューブ等を応用した製品の創製に取り組む。 

 

 
 
○ナノ加工・計測技術の開発（’０２～’０６年度）                   16FY：15.3 億円   15FY：14.4 億円 

  次世代電子材料、環境低負荷材料等の開発に必要不可欠な次世代量子ビームを用いたナノレベルの成形加
工技術、新規画像表示媒体である機能性カプセルを活用したフルカラーリライタブルペーパー等を開発する。ま
た、ナノレベルの加工に必要不可欠なナノ計測技術を確立する。 
 
 
○ナノテク実用化材料開発（’０３～’０６年度）                      16FY：24.5億円   15FY：19.5億円 

   実用化前段階にある技術シーズを早期市場投入する。 

 

   

    
○ナノバイオテクノロジープロジェクト（’０３～’０６） 【再掲】            16FY：24.5 億円  15FY：23.9 億円 

  ナノテクノロジーとバイオテクノロジーの融合分野におけるプロジェクトの推進。 

 

○高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム（‘０１～’０７）【再掲】  [ 16FY：233.0億円  15FY：233.6億円] 

 豊かな社会の実現を目指す高度情報通信ネットワーク社会の構築に向け、その基盤となる半導体微細
加工技術等の情報通信機器・デバイス等に関する基盤的技術の開発を行う。 

 

【関連施策】 

・グラント事業／実用化補助事業 

  グラント制度による技術シーズの発掘を図るとともに、民間企業が実施する実用化段階の研究について、支援を

実施する。 

ナノテクノロジープログラム 
～ ２１世紀の産業革命の礎を築く ～ 

 
 

 

       16FY（うち運営費交付金）  15FY（うち運営費交付金） 

       １０９．１億円（１０８．６億円）      １０４．８億円（５１．２億円） 

精密高分子技術、ﾅﾉｶ゙ ﾗｽ技術、ﾅﾉﾒﾀﾙ技術、ﾅﾉ粒子の合成と機能化、ﾅﾉｺー ﾃｨﾝｸ゙ 技術、ﾅﾉ機能合成技術、ﾅﾉ計測基盤技術、材料技術の知識の
構造化、ﾅﾉｶー ﾎ゙ ﾝ応用製品創製ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ 

次世代量子ﾋ゙ ﾑー利用ﾅﾉ加工、ﾅﾉﾚﾍ゙ ﾙ電子ｾﾗﾐｯｸｽ材料、3Dﾅﾉﾒー ﾄﾙ評価用標準物質創成、機能性ｶﾌ゚ ｾﾙ活用ﾌﾙｶﾗー ﾘﾗｲﾀﾌ゙ ﾙﾍ゚ ﾊー゚ ﾌー゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ 

ﾀ゙ ｲﾔﾓﾝﾄ゙ 極限機能ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ、ﾃ゙ ﾊ゙ ｲｽ用高機能化ﾅﾉｶ゙ ﾗｽﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ、ﾃ゙ ｨｽﾌ゚ ﾚｲ用高強度ﾅﾉｶ゙ ﾗｽﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ【再掲】、CNT-FEDﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ【再掲】高
効率ＵＶ発光素子用半導体開発、超高純度Cr-Fe合金の実用化技術 

施策パッケージのポイント 

政策上の活用のポイント 


